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第 6回麻 しん対策推進会議

一 議事次第 一

平成 22年 11月 1日 (月 )
15時 30分 ～ 17時 30分

厚生労働省専用第 12会議室

I 開 会

Ⅱ 言義 事              ~
1 報告事項
(1)麻 しんの発生状況について
(2)平成 21年度麻 しん風 しん予防接種の実施状況について
(3)平成 21年度の者F道府県における麻 しん対策の取組状況について
(4)厚生労働省及び文部科学省の取組について
2 検討事項
(1)麻 しんの PCR検 査の実施について
(2)海外へ修学旅行に行 く高校 2年生に対する予防接種の実施について
3 その他の事項
(1)世界の麻 しん排除に向けた動き
(2)平成 23年度以降の取組について

Ⅲ 閉 会

(資 料 )

資料 1 麻 しんの発生状況について
資料 2 平成 21年度麻しん風しんの予防接種の実施状況について
資料 3 平成 21年度 都道府県における麻しん対策取 り組み状況評価
資料 4-1 厚生労働省の取組について
資料 4-2 文部科学省の取組について
資料 5 麻 しんの検査診断 (PCR法等)の必要性について
資料 6 海外へ修学旅行に行 く高校 2年生に対する予防接種の実施について (案 )
資料 7 世界の麻しん排除に向けた動き
資料 8 平成 23年度以降の取組について
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◎ 資料 1

麻しんの発生状況

国立感染症研究所口麻しん対策技術支援チーム

@ 発表の内容
・ 麻しんの定点報告数の推移

・ 全数把握疾患へ変更 (2008年 1月 )以後の発
1 生動向
―背景

―週別報告数の推移
―人口百万対報告数の推移
―年齢別報告数の推移
―病型別報告数の推移
二麻疹「輸入」例の推移

・ 人口動態調査における麻疹が死因となった
死亡者数の推移          ′
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麻しん週別定点報告数の推移
1999年～2007年

図 ■.麻 疹・ 成 人 麻 疹 患 者 報 告 数 の推 移 (定点 当 た り),1999年第 14週 -2007年第 31週
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発生動向調査における変更点

・ 日本を含む世界保健機関(WHO)西太平洋地域の加盟国 :2005
年9月 の年次総会において2012年までに麻しん排除を達成させ

^

ることを決議。

0厚生労働省 :2007年 12月 、「麻しんに関する特定感染症予防指
針」をとりまとめ、2012年度までに麻しん排除達成することを正
式に国の目標とすると発表。

→そのための施策の一つとして2008年 1月 より、麻しんは五類
定点報告疾患から五類全数報告疾患となった。

【病型】臨床診断例 :発熱・発疹 0カタル症状すべて

検査診断例 :上記3症状+検査診断
修飾麻しん :いずれかの症状+検査診断



週別麻しん報告数の推移
2008-2010

2010年第40週現在
n=392

40%減

2008年同時期比較

■ 96%減

感染症発生動向調査 2010年 10月

@ 2009年～2010年第40週
週別麻しん報告数の推移
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都道府県別人口百万対麻しん報告数
人ノ百万
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年齢別接種歴別麻しん累積報告数

麻疹患者のワタチン接種歴別年齢分布,2009年
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０

喘児接種歴 (+)
の症例の検討

1歳児報告例 n=94

接種 日・発症日記載あり
n=36

接種日・発症日記載あり
n=11

接種から発症日>30日
n=29

1例

PCR陰性、贈M陽性
(抗体価記載なし)

3例

lgM抗体価記載あり
2.43(38日 )、 3.13(66日 )、 1.11(76日 )

1例

PCR陰性、LM実施なし?

病型別麻しん報告数日割合 の推移
2008～ 2010年第40週
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嘔臨床診断例  ■検査診断例  口修飾麻しん (検査診断例 )

284例中247例
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のみで、感染源と
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ハ
Ψ
麻しん輸入例 (感染地域が国外と報告された症例 )

輸入例
(n、 累積報告数
に占める割合 %)

遺伝子型判明例

(n、 輸入例に占め
る割合 %)

累積報告数

27(0.3) 17(2.3)

1(5。 9)

18(4。 6)

0(0) 4(22,2)

11′ 015 741 392
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2010年第1ん40週 (n=18)

・感染推定地域

フィリピン

中国 ′

インド

カンボジア

ベトナム

台湾/フィリピン

イタリア

報告数

h=18

7

6

1

1

1

1

1

遺伝子型判明例
n=4

2*

1

1

0

0

0

0

遺伝子型

９

　

１

　

８

Ｄ

　

Ｈ

　

Ｄ

*{1倒
:ζ千サピ舞サ1厚目8:鷹据聟雪渠醤腐ぞ嘉覧糧端

歴守リ



麻疹が死因となった死亡者数
19oO-2000年 (人口動態統計より)
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1991年までは毎年40例前後、1992年～2001年には20例前後の死亡者力ぐ報告
されており、5歳未満の小児が中心にあった。幸い、近年、麻疹による死亡は減つ
たが、その多くが成人。

回20歳以上

国10-19歳

□5-9歳

□0-4歳

●

●

まとめと今後の課題
2010年第40週までの累積報告数は、2008年の同時期と比較して96%
減少し、396例であった。

2008年まで好発年齢層は10代が中心だったが、2009年以降は0～ 1
歳が中心である。

地域での流行が認められなくなり、報告例のほとんどが、感染源不明
の孤発例となっている。

「輸入例」が相対的に菫加している。

検査診断例が60%を超えるようになつたが、lgM抗体価のみで診断さ
れている症例が87%を占める。弱陽性の場合の判断など、診断に難
止する例が相対的に増えている。

PCR検査が陰性であっても、増M抗体価弱陽性という結果で検査診断
例として報告されている例が少なくない〔記載されているだけで9例 (検
査診断例の3%)〕。

→ 正確な検査診断例が報告される仕組みが必要

0



平成 21年度麻しん風しんの予防接種の実施状況について

(結果の概要 )

○第 1期接種及び第 2期接種は、それぞれ全国平均で93_6%、
92.3%と なつており、平成 20年度より導入された第 3期接
種、第 4期接種は、それぞれ全国平均で85_9%、 77 0%
となつている。

○各対象期において、自治体ごとにある程度の接種率の高低差がみ
られる。

○平成 ZO年度と比較するとほぼ同率で推移している。

第 1期 第 2期 第 3期 第 4期

全 国 93.6% 92.3% 85 9% 77.0%

平成 20年度 94.3% 91  8% 85 1% 77 3%

差し引き △ 0.7% 0 4% 0.8% △ 0.4%

最高 96.7% 97.1% 97.0% 91.7%

平成20年度 97.9% 97.3% 95.1% 91.0%

最低 87.2% 87.8% 76.0% 58.6%

平成20年度 88.2% 88.1% 75 8% 60.7%



″ ♂麦 ′ 都道府県男薔麻疹 ワクチン接種 率 ′ωθ年度最終評価 接種対象群男瑾結果 ―賃

2009年 4月 1日 ～2010年 3月 31日分
率は、小数点第二位以下 五 入

# 都道府県 第1期 第2期 第3期 第 4期

1 北海道 96.2 92.4 78.9 75.8
2 青森県 87.2 93.4 92.1 85.8

3 岩手県 96.1 94.4 90.7 91.3
4 宮城県 94.0 94.0 90.5 82.1

5 秋田県 94.2 97.1 942 886
6 山形県 93.9 95.4 942 91.7
7 福島県 91.5 92.9 88.8 81.0

8 茨城県 904 95.0 97.0 81.3
9 栃木県 92.8 93.1 94.3 83.7
10 群馬県 94.4 94.1 92.3 79.5

埼玉県 94.7 938 84.8 73.0
12 千葉県 94.1 92.8 86.0 68.9
13 東京都 932 89.8 812 62.1

14 神奈川県 94.2 89。 7 760 586
15 新潟県 95.8 963 93.0 899
16 富山県 96.7 960 96.2 887
17 石川県 94.7 949 91.9 874
18 福井県 93.6 95.6 94.8 90.2
19 山梨県 90.7 92.3 83.4 79.6
20 長野〕 91.2 92.2 923 86.2
21 岐阜県 94.1 92.6 90.1 83.5
22 静岡県 92.6 917 89.7 846
23 愛知県 94.8 93.4 85.9 83.0
24 二重県 95.2 935 86.7 84.6
25 滋賀県 94.7 91.7 85.9 78.8
26 京都府 96.5 94.2 93.5 79.9
27 大阪府 937 88.9 79.9 68.1

28 兵庫県 93.2 925 86.1 78.7
29 奈良県 89.8 92.0 83.8 78.5
30 和歌山県 93.5 947 92.7 84.7
31 鳥取県 95.6 94.1 90.6 84.8
32 島根県 95.2 95.3 93.0 89.7
33 岡山県 95.0 94.6 88.3 78.2
34 広島県 93.2 91.4 84.2 73.3
35 山口県 92.4 92.4 86.4 82.5
36 諷島県 94.1 94.1 87.4 83.5
37 香川県 93.4 94.2 88.5 83.2
38 愛媛リ 92.0 95.0 90.0 85.9
39 高知県 919 88.4 80.2 77.1

40 福岡県 89.7 91.8 80.0 78.3
41 佐賀県 91.4 93.1 92.0 89.1

42 長崎県 91.3 91.9 88.6 84.6
43 熊本県 93.1 93.1 89.3 85.3
44 大分県 93.6 93.2 87.4 74.9
45 宮崎県 93.6 91.6 88.5 82.2
46 鹿児島県 91.8 87.8 79.4 81.1

47 沖縄県 91.5 88.6 84.4 76.5
全国 93.6 92.3 85,9 77.0



麦 √―/.2θθ94度 ″

“

脇Zttι んワクチン接種率全国集計結果 ″ /θ年3月θ層 ″こ 最終評価

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく 0091手燿蓋接種対象者数①は、2009年 10月 1日現在の1歳児の数
②、③、④は2009年度における接種者の数                                    第男期
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン
率は、小数点各接 種率 は、小 郵 位 以下を四 五

順位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人):①

MRワクチン
接種者数(人 ):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人):④

麻しんワクチン

接種率 (%)
:⑤=(OXЭ)/①×
100

風しんワクチン
接種率(%)
:⑥ =(②+④)/①×
100

冨山県 8,705 8,418 2 1 967 967
2 京都府 211655 20、 890 5 965 965
3 北海道 40577 39.005 9 962 961
4 岩手県 10000 9,609 0 1 961 96.1
5 新潟県 18.620 17,843 4 3 958 958
6 鳥取県 41987 4.769 1 0 956 956

7 =重
県 15,944 15, 185 1 0 952 952

島根県 5,775 5,494 1 0 952 951
9 岡山県 17,033 16 180 8 950 951
10 愛知県 72,198 68,397 3ρ 948 948
崎玉県 62.226 58,924 947 947
石川県 10,302 9755 0 0 947 947
滋賀 県 13822 13,081 2 1 947 946

14 群馬県 」7.498 16,506 0 944 943
一ｂ 秋田県 7,543 7.108 1 0 942 942
神奈川 県 80,816 76,117 39 36 942 942

17
千葉県 53,684 50530 6 13 941 941
岐皇県 18389 17,296 4 4 941 941
徳島県 5,989 5,633 0 0 941 941

20 富城県 20,133 18,917 0 3 940 940
21 山形 県 9,187 8,625 1 0 939 939
つ
‘ 大阪府 77,038 72.166 36 24 937 937

23
福井県 7392 6,916 1 0 936 936
宮崎県 10,062 9.415 0 0 936 936
大分県 10266 9.600 4 1 936 935

26 和歌山県 7.942 71423 1 0 935 935
27 香川県 81680 8.106 1 0 934 934

28
兵庫県 50.104 46,691 4 5 932 932
広島県 25,722 23、 962 つ

乙 932 932
東京都 107,177 99,799 51 41 932 932

31 鮨本県 16237 15,118 6 1 931 931
32 栃木県 17.484 16231 2 1 928 92.8
33 争岡県 33,924 31,406 3 9 926 926
34 山口県 11,816 10,918 4 0 92.4 924
35 愛媛県 23.610 21,714 2 920 920
36 高知県 5,772 5.306 0 1 919 919
37 鹿児島県 15,419 14,157 2 1 918 918

38
沖縄県 17.169 15,711 0 0 915 915
福島県 16.918 15,472 3 0 915 91.5

40 佐賀県 7999 7,309 2 3 914 91.4
41 長崎県 121127 11.073 0 2 913 913
42 長野県 18,372 16,754 6 3 912 912
43 山型県 71159 6.494 0 2 907 90.7
44 茨城県 25.302 22,883 2 904 905
45 奈良県 11,437 10272 2 3 898 898
46 福岡県 20,444 18,333 3 3 89.7 89.7
47 音森県 10694 9,318 4 0 872 871
全国 1091349 1,020,829 29C 241 936 93.6
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麦 fフ 2θ09年度第 /親藤しんワクチン接種率 昨年度との上ヒ較

2009年度
最終評価①
による順位

都道府県

第1期麻疹ワクチン接種率 (%)
昨年度との比較

(ポイント)
2009年度
最終評価(%):①

2008年度
最終評価(%)i②

じ ②
(ポイント)

1 富山県 96.7 93.4 3.4

2 京都府 96.5 94.7 1.8

3 北海道 96.2 95.2 0.9

4 岩手県 96.1 95.5 0.6

5 新潟県 95.8 96.4 -0.5

6 鳥取県 95.6 95.2 0.5

7
二重県 952 985 -3.3

島根県 95.2 93.6 1.6

9 岡山県 95.0 94.8 0.2

10 愛知県 948 958 -10

埼玉県 94.7 93.2 1.5

石川県 947 93.9 0.8

滋賀県 947 89.1 5.5

14 群馬県 944 939 05

15
火田県 942 88.2 6.1

神奈川県 942 93.6 06

17

千葉 ! 94.1 949 ‐0.7

岐阜県 94.1 970 ‐29
徳島県 94.1 96.1 ‐2.1

20 宮城県 94.0 966 -26
21 山形県 93.9 91.2 2.7

22 大阪府 93.7 94.1 -0.4

23
福井県 93.6 97.0 -3.4

宮崎県 93.6 95.2 -1.6

大分県 936 93.4 0.1

26 和歌山県 935 93.0 0.4

27 香川県 93.4 92.9 0.4

28
兵庫県 932 940 ‐0.8

広島県 93.2 92.3 0.8

東京都 93.2 957 -2.6

31 熊本県 93.1 90.7 25
32 栃木県 928 93.7 ‐09
33 静岡県 92.6 94.1 -15
34 山口県 92.4 96.7 -4.3

35 愛媛県 920 95.1 -3.2

36 高知県 919 93.4 -1.5

37 鹿児島県 918 93.5 -1.6

38
沖縄県 91.5 97.9 -6.4

福島県 915 92.8 -1.3

40 生賀県 91.4 96.6 -5.2

41 長崎県 91.3 92.0 -0.7

42 長野県 91.2 93.8 -2.6

43 山梨県 90.7 93.8 -3.1

44 茨城県 90.4 91.7 -1.3

45 奈良県 89.8 92.5 -2.7

46 福岡県 89.7 92.5 -2.8

47 青森県 87.2 94.3 -7.1

全国 93.6 94.3 -0.7

接種率、昨年度との比較は、小数点第二位以下を四捨五入
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表々 1 2θθ9年度 第2期″ιん幻ιんヮクテン麟麿率詮酸 Fチブ統異 ′θ/θ」ケθttθ /β現在、fメξ:詔″

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
MRワ クチン:麻しん風しん混合ワクチン

各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

20094「層電

第2期

順位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン
接種率 (%)
:⑤ =(②Ю )/①
×100

風しんワクチン

接種率 (%)
:⑥ =(②く)ン①
X100

1 秋田県 8,092 7.85C C C 971 971
2 斤潟県 20,014 19,274 4 963 963
3 高山県 9,670 928C 3 960 960
福井県 7423 7,097 C 1 956 956
山形県 9,932 9,480 C 0 954 954

6 島根県 6,063 5,776 1 1 953 953

7
茨城県 261808 25469 5 6 950 950
愛媛県 25,116 23856 4 4 950 950

9 石川県 10847 10.296 0 0 949 949
10 和歌山 県 8,622 8,165 2 1 947 947
岡山県 17.81 16.847 ll 946 946

つ
乙 岩手県 11141 10,780 1 944 944

13
香川 県 9,091 8,566 0 1 942 942
京都府 22,310 21.009 8 4 942 942

15
鳥取県 51393 5,077 0 1 941 942
徳島県 6.472 6089 0 1 941 941
詳馬県 18,84〔 17.718 7 941 940
宮城県 2082C 19,568 2 940 940

19 埼玉県 64,21 60.237 13 20 938 938
20 三章 県 1720( 161084 3 1 935 935

21
愛 知 県 71、 147 66.46C つ

４ 6 934 934
青森県 11,572 10.80〔 6 1 934 934

23 大分県 10.304 9,60〔 3 932 933

24
栃木県 18,537 17.264 2 〔 931 932
熊本県 16,447 15,31[ 1 C 931 931
佐賀県 8,032 747C 1 931 931

27 福島県 18689 17,36C 3 929 929
28 千葉県 54.872 50,938 8 2C 928 92_9
29 岐阜県 19,791 18.325 2 4 926 926
30 兵庫県 51,106 47.253 3 6 925 925

31
北海道 44.523 41,147 6 3 924 924
山口県 12,265 11.331 5 0 924 924

33 山型県 7,749 7,150 0 2 923 923
34 長野県 19.85〔 18298 4 3 922 922
35 奈良県 12.39C 11.392 1 2 920 920
36 長崎県 12,797 11,761 3 1 919 919
37 福岡県 20,36C 18,697 2 2 918 918

38 滋賀県
14.347 13,154 1 917 917

静岡県 35,004 321092 6 917 917
40 宮崎県 10,155 9,29C 0 916 916
41 広島県 26,265 24,007 0 914 914
42 東京都 100,338 90,107 28 36 898 898
43 神奈川県 80.731 72,380 41 28 89.7 897
44 大阪府 79.302 70.467 41 18 889、 889
45 沖縄県 16,481 14,607 0 886 886
46 高知県 6,1431 5,427 1 1 884 884
47 鹿児島県 15,6241 13,719 1 1 87.8 878
全 国 1.121,0241 1.034.364 247 2171 923 923
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麦」フ 2009年度第2期麻しんワクチン接種率 昨年度との比者

2009年度
最終評価①
による順位

都道府県

第2期麻疹ワクチン接種率 (%)
昨年度との比較
(ポイント)

2009fF度

最終評価(%):①

2008年度
最終評価(%):②

①

¨

②

(ポイント)
1 秋田県 97.1 97.3 -0.2

2 新潟 県 96.3 95.6 0,7

3 富山県 96.0 95.5 0.5

4 福井県 95.6 96.0 -0.4

5 山形県 95.4 95.2 0.2

6 島根県 95.3 93.9 1.4

7
茨城県 950 939
愛媛県 95.0 950 0.0

9 石川県 94.9 94.8 02
10 和歌山県 947 921 2.7

岡山県 946 94.2 0.4

12 岩手県 94.4 95.1 -0.7

13
香川県 942 932 10

京都府 942 928 1.4

15
鳥取県 941 95.3

徳島県 94.1 932 08

群馬県 94.1 93.5 05
18 宮城県 94.0 92.7 1.3

19 埼玉県 93.8 92.1 1.7

20 二重 県 935 94.3 -0.8

21
愛知県 93.4 925 0.9

青森県 93.4 944 1.0

23 大分県 93.2 915 18

24
栃木県 931 91.2 19

熊本県 93.1 92、 8 0.3

佐賀県 93.1 96.3 -3.2

27 福島県 92.9 925 0.4

28 千葉県 92.8 92.5 0.4

29 岐阜県 92.6 91.3 1.3

30 兵庫県 925 937 …12

31
北海道 924 92.3 0.1

山 口 県 92.4 915 1.0

33 山梨県 92.3 92.1 0.1

34 長野県 92.2 93.1 -0.9

35 奈良県 920 91.1 08
36 長崎県 919 926 -0.7

37 福岡県 91.8 91.8 0.0

38
滋賀県 917 92.2 -0.6

静岡県 917 91.8 ハ
υ

40 宮崎県 91.6 91.5 0.1

41 広島県 91.4 90.6 0.8

42 東京都 89.8 88.3 1.6

43 神奈川県 89.7 90.1 -0.3

44 大阪府 88.9 88.8 0.1

45 沖縄県 88.6 88.1 0.5

46 高知県 88.4 89.9 -1.6

47 鹿児島県 87.8 88.8 …1.0

全 国 92.3 91.8 0.4

接種率、昨年度との比較は、小数点第二位以下を四捨五入
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鼻 作 /.2θθ9年度 第3期″ιん〃ιんワクチン虜歴率全国質計房粟 ″ /θ年3月θ/″現在、最終評価

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
MRワ クチン:麻しん風しん混合ワクチン

各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

2009年度
第3期

順位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人 ):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン
接種率 (%)
:⑤ =(②・ ③)/①×
100

風しんワクチン
接種率 (%)
:⑥=(②引④)/① X
100

1 茨城県 29081 28,203 12 970 970
2 富山県 10446 10,050 1 4 962 962
3 福井県 8,348 7.916 1 3 948 949
4 栃木県 19,215 18,126 C 943 944

5
秋田県 91862 9,290 1 10 942 943
山形 県 11476 101807 C 2 942 942

7 京都府 23,38C 22.32ラ 12 16 935 935
新潟県 231044 21,43〔 1 14 930 931
島根 県 6835 6,35〔 0 1 930 930

10 和歌山県 10.08[ 9,347 2 6 927 927

11
詳馬県 20,596 19,002 15 14 923 923
長野県 21420 19,75C 6 8 923 923
青森県 13,968 12.865 2 6 921 921

14 佐賀県 9,040 3319 0 2 920 920
15 石川県 11409 10482 1 2 919 919
16 岩手県 12,815 11,619 2 3 907 907
鳥取県 5737 5,195 2 0 906 906
宮城県 22.143 20,027 0 905 905

19 岐阜県 211474 19,339 4 9 901 901
20 愛鰐県 27.692 24.908 16 4 900 900
静岡県 36567 32,78C 9 3 897 897

22 能本県 18224 16264 4 0 893 893
福島県 20,994 18,63〔 2 888 888

24 長崎県 14,799 13,103 4 5 886 886
宮崎県 11,496 10,175 1 885 885
香川県 9,43 8,344 1 9 885 886

つ
４ 岡山県 19.25C 16,994 24 883 884

28
徳島県 7,32E 6,403 2 874 875
大分県 11,391 9,952 874 875

30 二重県 18,464 16.010 5 867 867
31 山口県 13,49C 11,644 7 864 863
32 兵庫県 54,23C 46,674 22 30 861 861
33 千葉県 56,458 48.55Z 860 861

34
愛知県 73,01 62.71〔 41 859 860
滋賀県 14,442 12,391 8 859 859

36 晰玉県 68,808 58,337 19 58 848 849
37 沖縄県 17.476 1475C 0 C 844 844
38 広島県 27_553 23.17〔 22 842 841
39 奈良県 13,787 11,55C 0 838 839
40 山型県 8970 7,482 1 8 834 835
41 東京都 100.228 8133C 28 101 812 813
42 喜知県 7 131 572C 2 802 803
43 福岡県 22,4161 17.92C 1 8 800 800
44 大阪府 84,0061 66.971 141 114 799 799
45 摩県島県 17.092 1356〔 4 794 795
46 北海道 48,7891 3846C 25 21 789 789
47 神奈川県 80,453 61 45 760 761
全国 1,1941878 1.026.416 476 875 85.9 860



麦Zフ 2θθ9年度第3期麻しんワクチン接種率の昨年度評価と笏 表

2009年 度
最終評価①
による順位

都道府県

第3期麻疹ワクチン接種率 (%)
昨年度との比較

(ポイント)
2009イ喜』謹
最終評価(%):①

2008年度
最終評価(%):②

O②
(ポイント)

1 茨城県 97.0 95.1 1.9

2 富山県 96.2 95.3 0.9

3 福井県 94.8 955 0̈.7

4 栃木県 94.3 92.7 1.6

5
秋田県 94.2 94.9 -0.7

山形県 94.2 93.7 0.5

7 京都府 93.5 87.3 6.3

8
新潟県 93.0 94.2 -1.2

島根県 93.0 91.7 1.3

10 和歌山県 92.7 90.6 2.1

群馬県 92.3 90.8 1.6

長野県 92.3 93.6 -14
13 青森県 92.1 91.1 1.0

14 佐賀県 92.0 92.3 -02

15 石川県 91.9 925 -0.6

16 岩手県 90.7 89.3 1.4

17 鳥取県 90.6 92.0 14
18 宮城県 905 889 15
19 岐阜 県 901 88.3 18
20 愛媛県 90.0 90.6 -06
21 静岡県 89.7 894 0.3

22 熊本県 89.3 91.7 -2.4

23 福島県 88.8 869 1.8

24 長崎県 88.6 89.9 -1.4

25
宮崎県 88.5 88.4 0.1

香川県 88.5 90.8 -23
27 岡山県 88.3 89.3 -1.0

28
徳島県 87.4 90.0 ‐2.5

大分県 87.4 85。7 17
30 三重県 86.7 86.0 07
31 山 口県 86.4 88.9 -2.5

32 兵庫県 86.1 85.0

33 千葉県 86.0 90.1 -4.0

34 愛知県 85。 9 84.2 17

滋賀県 85.9 85.4 0.5

36 埼玉県 84.8 86.1 -12

37 沖縄県 84.4 84.3 0.1

38 広島県 84.2 81.0 32
39 奈良県 83.8 84.5 -07
40 山梨県 83.4 85.8 -2.4

41 東京都 81.2 75.8 5.4

42 高知県 80.2 82.3 -2.1

43 福岡県 80.0 75。 7 4.2

44 大阪府 79.9 77.2 2.7

45 鹿児島県 79.4 83.1 -3.7

46 北海道 78.9 82.0 -3.1

47 神奈川県 76.0 77.8 -1.8

全 国 85.9 85.1 0.8

接種率、昨年度との比較は、小数点第二位以下を四捨五入
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表Ⅳ ―ス2009年度 静 ″ 裂 %″ ιんワクテン機種率全国集計結果 〃 θ年3月θ/″現在、最終評価

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
MRワ クチン:麻しん風しん混合ワクチン

各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

2009年度
第4期

順位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人 ):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人):④

麻しんワクチン

接種率 (%)
:⑤ =(②Ч③)/① X
100

風しんワクチン

接種率 (%)
:⑥ =(C)④ン①×
100

1 山形県 12.645 11,59C 4 917 917
2 岩手県 14,365 13107 7 2 913 913
3 福井県 8,487 7.64G 7 9 902 902
4 新潟県 24,591 22,10ラ 9 899 900
5 島相県 7603 6,81 11 897 897
6 佐賀県 9, 866C 6 891 891
7 富山県 10,354 9、 181 6 887 888
8 秋田県 10795 9,56 ( 886 889
9 石川県 11,484 1002C 〔 874 874
10 長野県 211281 18,324 862 865
愛媛県 28,952 24,804 54 859 859

つ
‘ 青森県 15,180 13017 11 858 858
熊本県 19,431 16.566 14 853 853

14 鳥取県 6212 5,264 6 848 848
15 和歌山県 10,50〔 8,889 7 847 847

16

二 軍 県 18,308 15,910 7 846 846
静岡県 3768C 31,847 30 62 846 847
長崎県 161166 13,653 16 1 846 845

19 栃木県 20271 161958 14 837 837

20 岐阜県
21,301 17.781 7 3C 835 836

徳 島県 7,776 6,487 5 835 835
つ
乙
つ
４ 香川県 9,426 7,834 6 832 832
23 愛知県 69,578 57 712 34 830 831
24 山 口県 14220 11,711 14 15 825 825
25 宮崎県 11,92C 9,775 23 822 822
26 宮城 県 2354[ 19,33〔 6 20 821 822
27 茨城県 30.432 24,742 11 50 813 815
28 鹿児島県 18,792 15,232 5 21 811 812
29 福島県 23.107 1869〔 10 19 810 810
30 京都府 23,100 18.397 50 46 799 798
31 山梨県 9425 748C 1 38 796 799
32 群馬県 2038C 16,144 30 795 794
33 滋賀県 14.409 11.324 ●

０ 58 788 790
34 兵庫県 54,722 42,973 8〔 177 78,7 789
35 奈良県 1415601 11,424 27 785 786
36 福岡県 23,2731 18,214 14 783 783
37 岡山県 19,2441 15.00C 57 782 785
38 高知県 7,2361 5.570 C 12 771 771
39 沖組県 17801 13,619 C 0 765 765
40 北海道 521451 39,630 13C 174 758 759
41 大分県 11.881 8,859 38 88 749 753
42 広 島 県 27.851 20.373 48 733 734
43 埼玉県 6816991 50,062 10C 317 730 733
44 千葉県 56,377 38,798 42 204 689 692
45 大阪府 80,3761 54,444 301 221 681 680
46 東京都 97,551 6014281 133 2831 621 622
47 神奈川県 79,2201 46.275 156 3991 586 589
全 国 1,213,204 932,262 1.629 2948 77.0 771



表Ⅳ -2_2009年度第4期麻しんワクチン接種率の昨年度評価と笏 亥

2009年度
最終評価①
による順位

都道府県

第4期麻疹ワクチン接種率 (°/o)
昨年度との比較
(ポイント)

2009年度
最終評価(%):①

20084F層電

最終評価(%):②
0-②

(ポイント)
山形県 91.7 91.9 ‐0.2

2 岩手県 91.3 89.8 1.5

3 福井県 90.2 911 ‐0.9

4 新潟県 89.9 89.7 0.2

5 島根県 89。7 88.8 0.9

6 佐賀県 891 90.0 -0.9

7 富山県 88.7 88.7 0.1

8 秋田県 88.6 86.3 23
9 石川県 87.4 86.6 0.8

10 長野県 86.2 86.5 ‐0.3

愛媛県 85,9 823 3.5

12 青森県 85.8 84.9 0.9

13 熊本県 853 842 12
14 鳥取県 84.8 86.4 1.6

15 和歌山県 847 827 2.0

16

二重県 84.6 821 2.5

静岡県 846 821 25
1崎県 84.6 84.6 -0.1

19 栃木県 83.7 82.4 1.3

20
岐阜県 83.5 82.4

徳島県 83.5 79.4 4.1

22 香川県 832 804 2.8

23 愛知県 83.0 812 1.8

24 山口県 825 83.4 -0.9

25 宮崎県 82.2 81.4 0.8

26 宮城県 82.1 80.2 2.0

27 茨城県 81.3 80.2

28 鹿児島県 81.1 83.4 -2.3

29 福島県 810 81.1 -0.1

30 京都府 79.9 795 0.4

31 山梨県 79.6 78.9 0.7

32 群馬県 79.5 82.8 -3.4

33 滋賀県 78.8 79.8 1.0

34 兵庫県 78.7 78.8 ‐0.1

35 奈良県 78.5 79.2 0̈.6

36 福岡県 783 72.9 5.4

37 岡山県 782 79.8 -1.6

38 高知県 77.1 78.4 -1.3

39 沖縄県 76.5 76.8 0̈.3

40 北海道 758 79.9 4̈.1

41 大分県 74.9 79.6 ‐4.7

42 広島県 73.3 74.1 -0.8

43 埼玉県 73.0 74.3 -1.2

44 千葉県 68.9 77.8 -9.0

45 大阪府 68.1 68.1 0.0
46 東京都 62.1 60.7 1.4

47 神奈 川 県 586 63.6 ‐5.0

全 国 77.0 77.3 -0.4

接種率、昨年度との比較は、小数点第二位以下を四捨五入
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資料3

平成21年度 都道府県における
麻疹対策取り組み状況評価
チエックリスト集計結果

麻しん対策技術支援チーム

○調査目的

各自治体における麻しん対策の取組状況を調査し、現
状を把握することにより、改善すべき点等を検討する。

○調査概要

平成21年度の各都道府県における「予防接種に関す
る取組状況」や「検査体制の状況」を調査

10調査対容  都導府県            〕

10調査時期  1 平成2,午6早      :      }

01｀
.      1          ~



1.―① 平成21年度、都道府県レベルの「麻しん対策の会
議」、あるいは同会議に準ずる組織の会議を何回
開催しましたか。 平成21年度

平均開催回数 :

鍵 鰹」∫計上:岐卓県
02年連続0回 :奈良県

開催回数{都道府県数〕

■ :4回(0) :
目:3回(1)
圏 :2回 (13)
□:1回 (19)
□ :0回(14)  ι

「

平成20年度

平均開催回数 :

1,70回

{0-4回 )

`

1.―② 貴都道府県では、都道府県として、麻しん対策が
事業化されていますか。

■:はい(32都道府県)

□:ぃぃぇ(15県)

乙            ~



2。―① 貴都道府県内に所在する全ての市区町村特別区
で、接種対象者合の個別通知を実施していますか。

■:はい(40都府県)

□ :いいえ(7道県)

2.―② 個別通知を実施していない自治体名(15自治体)

北海道16町 )

青森県(1市 1町 )

秋田県{1市2町 )

神奈川県{1町 }

奈良県(1市 )

広島県{1市 )

知内町′羅臼町′上富良野町
"礼
文町′美幌町′

新得町 (第 3期・第4期のみ個別通知)

五所川原市,五戸町

大仙市′五城目町′羽後町

中井町

御所市

庄原市              
´

岩国市

0     ~~



3.―① 貴都道府県内のすべての市町村特別区の中で第1期から第
4期までの定期接種対象者の接種費用は、全額公費からの
支出(被接種者の費用負担はなし}とされていますか。

◎

国 :はい

“

2都府県)

□ :いいえ(5道県)

3.―② 第1期から第4期までの定期接種対象者に費用負担がある
自治体とその負担額

0
平成20年度11自治体より3自治体減少
※:平成20年度調査と同結果

# 都道府県 自治体 被接種者の負担額(円 )

北海道
砂川市※ 第3期日第4期のみ 850円

2 江差町※ 第4期のみ 300円

3 秋田県 井川町※
町実施の集団接種を自己都合で接種せず個別接種E
なつた場合、6=500円

4
奈良県

高取町※
町実施の集団接種を自己都否で接種せず個別接種と
なつた場合、第1期 11,970円 ,第2期 10,605円。第3期
10,086円 ,第4期 101086円

5 野迫川村※ 第4期のみ5,000円

6 福岡県 苅田町
県外医療機関及び、広域契約医療機関外で接種した
場合のみ、6歳未満 :接種費用のうち10,130円を超え

―
以上:接種費用のうち9,370円を超える額

7

熊本県
水俣市※ 1,500円

8 大津町
委託医療機関以外で接種し〔補助金上限額 (11,500
円)以上の費用がかかった場合

4      ~~~~~~~~~― 一―――――――――
=―
―………



4。―① 第3期で「集団の場」を用いた接種を行つた

第3期 :456/1755(26.0%)

実施した市町村特別区の害1合

■ 60.0%≦

回!40.0%<,≦ 60.0%

E120.0%<,≦ 40.0%

□ o.o%<,≦ 20.0%

□ 0.o%

最多 :茨城県
37/44(84.1%)

「

438/1807(24.2%)

4。―② 第4期で「集団の場」を用いた接種を行った
市区町村の数(害1合 )

第4期 :173/1755(919%)

実施した市町村特別区の割合

■ 60.0%≦

圏i40.0%<,≦ 60.0%

□ 20.0%<,≦ 40.0%

E10.o%<,≦ 20.0%

□ 0.0%
最多 :沖縄県
19/41(46:3%)

0
「

0



5.‐① 貴都道府県は、全ての市区町村特別区における
接種率(第 1期、2期、3期、4期 )を速やかに把握
できていますか。

圏:はい(39都府県)

□:いいえ(8道県)

5。―② 貴都道府県は、所在する全ての学校における
接種率 (第 2期 t3期、4期 )を速やかに把握でき
ていますか。

□ :はい(20府県)

□ :いいえ(26都道府県)
*未記入1県    ´

b



６

・
貴都道府県において、1例以上の麻疹確定症例が
発生した場合、都道府県として迅速な対応をとって
いますか。

@

圃 :はい

“

6都道府県)

□ :いいえ(1県 )

7.―① 医療機関で採取された検体を、検査を実施する
地方衛生研究所等に搬送する体制は構築され
ていますか。

◎

■ :はい

“

2都道府県)

□ :いいえ

“

県)
*未記入1県

多

′               ~



7.―② 検査を実施する地方衛生研究所等では、迅速
なR丁―PCR法による診断が可能ですか。

□ :はい

“

4都道府県)

□ :いいえ(2県 )
*未記入1県下
    タ

7.―③ 集団発生が確認されず、他の麻疹患者との接触歴が確認さ
れない散発例に対して、地方衛生研究所等におけるRT―PCR法
による検査診断を実施していますか。

囲:はい(35都道府県)

□:ぃぃぇ(11県 )
*未記入1県

0



資料 4-1

厚生労働省の取組 について

1 麻 しんに関する特定感染症予防指針 (厚生労働省告示第445号 )の策定

2 予防接種法施行令の一部を改正 し、第 3期及び第 4期 の予防接種を追加

3 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則を一
部改正 し、麻 しんを全数把握対象疾病に位置づけ

4 各種ガイ ドラインの策定
(1)学校における麻 しん対策ガイ ドライン (平成 20年 3月 )
(2)都道府県における麻 しん対策ガイ ドライン (平成 20年 3月 )
(3)医療機関での麻 しん対応ガイ ドライン (平成 20年 1月 )
(4)麻 しん排除に向けた積極的疫学調査ガイ ドライン (平成 20年 可月 )
(5)医師における麻 しん届出ガイ ドライン (平成 20年 1月 )

5 接種の促進に関する通知
(1)1国 人通知の徹底、学校機関等との連携の強化、未接種者及び既罹患者の

確認調査 を行つた上での積極的な勧奨 (平成 20年 6月 27日 付け )
(2)平成 20年 4月 ～ 6月 予防接種の実施状況調査の結果に基づ く接種の勧
奨 (平成 20年 9月 8日 付け )
(3)平成 20年 4月 ～ 9月 予防接種の実施状況調査の結果に基づ く接種の勧
奨 (平成 21年 2月 4日 付け )
(4)夏休み期間を活用 した接種の勧奨 (平成 21年 7月 15日 付け)
(5)平成 21年 4月 ～ 12月 予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の
勧奨 (平成 22年 3月 8日 付け)
(6)夏休み期間を活用 した接種の勧奨 (平成 22年 7月 9日 付け )
(7)平成 21年度予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の勧奨 (平成
22年 9月 10日 付け)

6 麻 しんによる各学校の体校等の状況を調査
(1)麻 しん施設別発生状況に係る調査について (平成 21年 3月 6日 付け事
務連絡 )

(2)麻 しん施設別発生状況に係る調査について (平成 22年 3月 17日 付け
事務連絡 )



Fこ
刊

9第 2号
月 9日

各都道府県衛生主管部 (局 )長 殿

麻しん風しんの第3期・第4期予防接種の促進について

予防接種行政につきましては、日頃よりご協力を賜り厚〈御礼申し上げます:
さて、標記の予防接種につきましては、平成 22年度の接種対象者が以下の者と
なることから (第 3期 :平成 9年 4月 2日 ん平成 10年 4月 1日 に生まれた者、第
4期 :平成 4年 4月 2日 ～平成 5年 4月 1日 に生まれた者)tあ らためて、当該対象
者への情報提供や接種勧奨による接種の促進が必要となつているところです。
当該対象者の大部分が学生・生徒であり、今後、夏季における休業に入ることが
見込まれ、授業が実施されている時期と比べ、接種を受けやすくなりますので、こ
の構会を利用して、本だ接種を受けていない者が接種を完了できるよう、市区町村
に対して、積極的な接種勧奨を関係機関と協力の上、実施するよう指導方よろし(
お願いいたします:
また、市区町村に対し、「都道府県における麻しん対策会議のガイドライン」に基
づき、麻しん風しんの第 3期及び第 4期に当たる者のうち、未接種及び未罹患の者
の状況を把握したうえで、その者に対する接種の勧奨を実施するとともに、「麻しん
対策の会議」への協力が推進されるよう、周知徹底方よろしくお願いいたします。
なお、関係機関における取り組みに資するよう、自治体における接種勧奨の取組
事例等について、国立感染症研究所感染症情報セジターの下記ホームページに掲載

しておりますので、併せて周知いただきますようお願いいたします。    i

‐      :                言己
厚生労働省木ニムページ  :
都道府県における麻しん対策会議のガイドライン
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/
dl/080328a.pdf

学校における麻しん対策ガイドライン
http://www.mhl".go.jp/bunソ a/kenkou/kekkaku― kansenShOu21/
,     dl/080410a.pdf   _未

_ムページ国立感染症研究所感染症情報センター

自治体における接種勧奨の取組事例
,http://ids6.nih.go.jp/disease/measles/o5.html

接種促進のための教育啓発ツ■ル
http://idsc.nlh.go.jp/disease/measles/02.html
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‐
Cル)レ )11■す。

ついて|,上、、lυ ).た うな状況を改 iキするたν)1/1対 策を Lヽ急にIIFじ る′ビ、要が
ル)′3il・ 力■り、「麻し/tノキ1策会雨tl 年卜を開イIL t_、 ′子1交機 1判に夫lし て本イli l)
月末 |卜lF点で1/Dttfrl状 況のィ確1認、米接l「 未樅患の什に対してf責小,:的な倒ルlを
イ
:Fう

.Jミ う協ノリυ)1要高十、 Jこ た、 キITIXIII丁イミl‐に支|[ノ て、 ll「た虻υ)件り;|1通 ,dlσ )徹ヵt及
び電話に(Jこ ろ積極的勧奨等グ)実施について、ご1片専方、〕ミろしくお月1てい||IL
J二げます。

なお :衡t護者に力|・ しては、予防接種に関する「 分な普及啓発を行うなど
.、

子どもたちが 予りJ接種を受けやすい環境を整‖iし 、麻しん風しんυ)第 3
1馴・第 4り切υ)接種対象者のうち、米接価未伸:患の者について|テた、与Lよりlυ )う
ちに接種が実施される ,上 う、さ|ら なる接種の促進につき、ご協力方お願い
中しあげます。
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2009年4月 1日 ～2010年 3月 31日 分
は、小数点第二位以下を四捨五入

# 都道府 第 1期 第2期 第3期 第4期
北海道 96.2 92.4 78.9 758

2 青森県 87.2 93.4 92.1 85.8
3 岩手県 96.1 94.4 90.7 91.3
4 冨城 ! 94.0 94.0 90.5 82.1
5 秋田県 94.2 97.1 94.2 88.6
6 山形県 93.9 95.4 94.2 91.7
7 福島県 91.5 929 88.8 810
8 茨城県 90.4 95.0 97.0 81.3
9 栃木県 92.8 931 943 83.7
10 群馬県 94.4 941 92.3 79.5
埼玉県 94.7 93.8 848 73.0

12 千葉県 94.1 928 860 689
13 東京都 932 89:8 81.2 621
14 神 県 94.2 89.7 76.0 586
15 新潟県 95.8 963 930 899
16 富山県 96.7 96.0 96.2 887
17 石川県 94.7 949 919 87.4
18 福井県 93.6 95.6 94.8 90.2
19 山梨県 90.7 923 834 796
20 長野 ! 912 92.2 92.3 86.2
21 岐阜県 94.1 926 90.1 835
22 }岡県 92.6 917 89.7 846
23 愛知県 94.8 93.4 85.9 830
24 二重県 952 93.5 86.7 84.6
25 滋賀 ! 947 91.7 85.9 78.8
26 京都府 965 94_2 93.5 79.9
27 大阪府 93.7 88.9 79.9 68.1
28 丘
（

93.2 92.5 86.1 787
29 奈良県 89.8 92.0 83.8 785
30 和歌山県 93.5 94.7 92.7 847
31 鳥取県 956 94.1 90.6 84.8
32 島根県 95.2 95.3 93.0 89.7
33 岡山県 95.0 94.6 88.3 782
34 広島県 93.2 91.4 84.2 733
35 山口県 92.4 92.4 86.4 82.5
36 :県 941 94.1 87.4 835
37 香川県 93.4 94.2 88.5 83.2
38 愛媛県 92.0 95.0 90.0 85.9
39 高知県 91.9 88.4 80.2 77.1
40 福岡県 89.7 91.8 80.0 78.3
41 佐賀県 91.4 93.1 92.0 89.1
42 長崎県 91.3 91.9 88.6 84.6
43 本県 93.1 93.1 89.3 853
44 大分 ! 93.6 93.2 87.4 74.9
45 宮崎県 93.6 91.6 88.5 82.2
46 鹿児島県 91.8 87.8 79.4 81.1
47 中縄県 91.5 88.6 84.4 76.5

全国 93.6 92.3 85.9 77.0
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表 ノー/.2θθθ籍  産調LLttr

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
接種対象者数①は、2009年 10月 1日現在の1歳児の数
②、③、④は2009年度における接種者の数
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン

2009年度
第1期

各接種率は、ノl 二 位 以下を四 五 入

順位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人 ):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン
接種率 (%)
:⑤=(C)③ン① X
100

風しんワクチン
接種率 (%)
:⑥ =(②引④)/① X
100

1 冨山県 8705 8,418 2 1 967 967
京都府 21,655 201890 5 965 965

3 北海道 40,577 39.005 9 962 961
4 岩手県 10,000 9.609 0 1 961 961
5 新潟県 18620 17,343 4 3 958 958
6 鳥取県 4,987 4,769 1 0 956 956
7
三 章 県 15,944 15,185 1 0 952 952
島根県 5,775 5,494 1 0 952 951

9 岡山県 17、 033 16,180 15 950 951
10 愛知県 72,198 68.397 30 15 948 948
埼玉県 62.226 581924 947 947
石川県 10,302 9755 0 0 947 947
滋 賀 県 13,822 13.081 2 1 947 946

14 群馬県 17.498 16.506 14 0 944 943

15 秋田県
7,543 7.108 1 0 942 942

神奈川県 80、 816 761117 36 942 942

17
千葉県 53.684 50530 6 941 941
岐阜県 18,389 17.296 4 4 941 941
徳島県 5.989 5,633 0 0 941 941

20 宮城県 20,133 18,917 0 3 940 940
21 山形県 8.625 1 0 939 939
つ
４ 大阪府 77038 72.166 36 24 937 937

23
福井県 7,392 6,916 1 0 936 936
宮崎県 10,062 9,415 0 936 936
大分県 10,266 9.600 4 1 936 935

26 和歌山県 7.942 7,423 1 0 935 935
27 香川 県 8,680 8.106 1 0 934 934

28
兵庫県 50104 46,691 5 9312 932
広島県 25,722 23,962 2 4 932 932
東京都 107,177 99.799 51 41 932 932

31 熊本県 16.237 15,118 6 1 931 931
32 栃木県 17,484 16,231 1 928 928
33 静岡県 33,924 31,406 3 9 926 926
34 山 口県 11816 10,918 4 0 924 924
35 愛媛県 23.610 21,714 2 2 920 920
36 高知県 5,772 5306 0 1 919 919
37 鹿児島県 15,419 14.157 2 1 918 918
38
沖縄県 17169 15,711 0 0 915 915
福島県 16.918 15,472 3 0 915 915

40 佐賀県 7.999 7,309 2 3 914 914
41 長崎県 12,127 11073 0 2 913 913
42 長野県 18,372 16,754 6 3 912 912
43 山型県 7159 6.494 0 2 907 907
44 茨城県 25.302 22,883 2 90.4 905
45 奈良県 11,437 10,272 2 3 898 898
46 20,444 18.333 3 3 897 897
47 青森県 10,694 9,318 4 0 872 87.1
全 国 1.091.349 11020,829 290 241 936 93.6



表」フ 2009年度第ノ期麻しんワクチン接種率 昨年度と雄 較

2009年度
最終評価①
による順位

都道府県

第1期麻疹ワクチン接種率 (%)
昨年度との比較

(ポイント)
2009年度
最終評価(%):①

2008年度
最終評価(%):②

O②
(ポイント)

富山県 96.7 93.4 3.4

2 京都府 96.5 94.7 1.8

3 北海道 96.2 95.2 0.9

4 岩手県 96.1 95.5 0.6

5 新潟県 95.8 96.4 -0.5

6 鳥取県 95.6 95.2 05

7
二重県 95.2 985 ‐3.3

島根県 95.2 93.6 1.6

9 岡山県 95.0 94.8 0.2

10 愛知県 948 958 -1.0

埼玉県 947 93.2 1.5

石川県 94.7 939 0.8

滋賀県 94.7 891 5.5

14 群馬県 94.4 939 0.5

15
秋田県 94.2 88.2 6.1

神奈川県 942 936 0.6

17

千葉県 94.1 94.9 -0.7

岐阜県 94.1 970 -29

徳島県 94.1 96.1 ‐2.1

20 宮城県 94.0 96.6 -2.6

21 山形県 93.9 91.2 2.7

22 大阪府 93.7 941 -0.4

23
福井県 93.6 970 ‐3.4

宮崎県 93.6 95.2 -1.6

大分県 93.6 934 0.1

26 和歌山県 93.5 930 0.4

27 香川県 93.4 929 0.4

28
兵庫県 932 94.0 -0.8

広島県 932 92.3 0.8

東京都 93.2 95.7 -2.6

31′ 熊本県 93.1 90.7 2.5

32 栃木県 92.8 937 ‐0.9

33 静岡県 92.6 941 -1.5

34 山口県 92.4 96.7 -4.3

35 愛媛県 92.0 95.1 -32

36 高知県 91.9 93.4 -1.5

37 鹿児島県 91.8 935 -1.6

38
沖縄県 91.5 97.9 -6.4

福島県 91.5 92.8 …1.3

40 佐賀県 91.4 96.6 -5.2

41 長崎県 91.3 92.0 -0.7

42 長野県 91.2 938 -2.6

43 山梨県 90.7 93.8 …3.1

44 茨城県 90.4 91.7 ‐1.3

45 奈良県 89.8 92.5 -2.7

46 89.7 92.5 ‐2.8

47 青森県 87.2′ 94.3 7̈.1

全国 93.6 94.3 -0.7

接種率、昨年度との比較は、小数点第二位以下を四捨五入
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昴 作 /.2θθ9年度 期

順位は、麻しんワクチン接種率⑤に基づく
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン
各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

2009年度
第3期

順 位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン
接種率 (%)
:⑤ =(C)Э )/① X
100

風しんワクチン

崚種率 (%)
:⑥ =(②H④)/① X
100

1 茨城県 29,081 28203 3 970 970
2 富山県 10,446 10,050 1 4 962 962
3 福井県 8.348 7,916 1 948 949
4 栃木県 19.21〔 181126 0 4 943 944

5
秋田県 9,862 9.290 1 942 943
山形県 11,47( 10.807 2 942 942

7 京都府 23.38C 22,327 16 935 935

8
新潟県 23.04“ 2143[ 1 14 930 931
島根県 6,33ε 6.35C 0 1 930 930

10 和歌 山県 10,08〔 9,347 2 6 927 927
群馬県 20,59C 191002 15 14 923 923
長野県 21,42C 19,759 6 8 923 923

13 青森県 13968 12865 2 6 921 921
14 佐賀県 9,040 8319 0 2 920 920
15 石川県 11,409 10,482 1 2 919 919
16 岩手県 12.815 11,61 2 3 907 907
17 鳥取県 5,737 519〔 2 0 906 906
18 宮城 県 22.143 201027 2 10 905 905
19 岐阜県 21,474 1933〔 4 19 901 901
20 愛揚県 27,692 24,90ε 16 14 900 900
21 静岡県 36.567 32,789 9 897 897
22 熊本県 181224 16.264 4 10 893 893
23 福島県 20.994 18,633 2 888 888
24 長崎県 14,799 13.103 4 886 886

25
宮崎県 1149C 101175 4 1 885 885
香川県 9,433 8344 1 9 885 886

27 岡山 県 19,25〔 16,994 18 24 883 884

28
徳島県 732f 6,403 2 874 875
大分県 111391 9,952 3 1 874 875

30 二重 県 18464 16,010 3 867 867
31 山口県 13.49C 11,644 7 864 863
32 兵庫県 5423C 46.674 22 861 861
33 千葉県 56,45e 48,554 77 860 861

34
愛知県 73.01 62,71 15 41 859 860
滋賀県 14,442 12.391 8 859 859

36 埼玉県 68,808 58,337 19 58 848 849
37 沖縄県 17.47C 1475C 0 C 844 844
38 広島県 27.553 23,173 22 842 841
39 奈良県 13,787 11.55C 838 839
40 山梨県 81970 7.482 1 8 834 835
41 東京都 100,2281 81,336 281 101 812 813
42 高知県 7.131 5,720 21 3 802 803
43 福岡県 22,4161 17926 1 8 800 800
名 大阪 府 84,0061 66,971 141 799 799
45 摩 県島県 17,092 13,5651 4 794 795
46 北海道 4Q,7891 38,4661 251 21 789 789
47 神奈川県 80,453 り,1191 45 76.0 761
全 国 1,194,878 1,0261416 476 875 85.9 860



麺 フ 2009年度第3期麻しんワクチン接種率の″句薪%をの比較

20091手度

最終評価①
による順位

都道府県

第3期麻疹ワクチン接種率 (%)
昨年度との比較

(ポイント)
2009年 度

最終評価(%):①
2008年度
最終評価(%):②

①

‐

②

(ポイント)
1 茨城県 97.0 95.1 1.9

2 富山県 96.2 95.3 0.9

3 福井県 94.8 95.5 0̈.7

4 栃木県 94.3 92.7 1.6

5 秋田県 94.2 94.9 -0.7

山形県 94.2 93.7 0.5

7 京都府 93.5 87.3 6.3

8
新潟 県 930 94.2 -12

島根県 93.0 91.7 1.3

10 和歌山県 927 90.6 21

群馬県 92.3 90.8 16

長野県 92.3 936 -1.4

13 青森県 921 91.1 1.0

14 佐賀県 920 92.3 0̈2
15 石川県 919 92.5 =06
16 岩手県 90.7 893 1.4

17 鳥取県 90.6 92.0 ‐14
18 宮城県 90.5 889 15
19 岐阜県 90.1 88.3 18
20 愛媛県 90.0 90.6 -0.6

21 静岡県 89.7 89.4 03
22 熊本県 89.3 917 -24
23 福島県 88.8 86.9 18
24 長崎県 88.6 899 -1.4

25 宮崎県 88.5 88.4 01
香川県 88.5 90.8 -23

27 岡山県 88.3 89.3 -1.0

28 徳島県 87.4 90.0 ‐2.5

大分県 87.4 85.7 1.7

30 二重県 867 86.0 07
31 山口県 86.4 88.9 -2.5

32 兵庫県 86.1 85.0

33 千葉県 86.0 90.1 -4.0

34
愛知県 85.9 84.2 1.7

滋 習 県 85.9 85.4 0.5

36 埼玉県 84.8 86.1 …1.2

37 沖縄県 844 84.3 0.1

38 広島県 84.2 81.0 3.2

39 奈良県 83.8 84.5 -0.7

40 山梨県 83.4 85.8 -2.4

41 東京都 81.2 75.8 5.4

42 高知県 80.2 82.3 -2.1

43 福岡県 80.0 75.7 4.2

44 大阪府 79.9 77.2 2.7

45 鹿児島県 79.4 83.1 ‐3.7

46 北海道 78.9 82.0 -3.1

47 神奈川県 76.0 77.8 -1.8

全 国 85.9 85.1 0.8

接種率、昨年度との比較は、小数点第二位以下を四捨五入
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謝 -1 2θθ9年度 翼磁

順位は、麻しんヮクチン接種率⑤に基づく
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン
各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

2009年度′

第4期

順位 都道府県
麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):①

MRワクチン
接種者数(人 ):②

麻しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):③

風しん単抗原
ワクチン接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン
接種率 (%)
:⑤=(CシЭ)/① x
100

風しんワクチン
接種率 (%)
:⑥ =(②出④)/①×
100

1 山形県 12.64〔 11 590 917 917
つ
こ 岩手 県 14,365 13107 2 913 913
3 福井県 8,487 7.649 7 C 902 902
4 新潟 県 241591 22.107 9 14 899 900
5 島根県 7.603 61812 5 897 897
6 佐賀県 91731 8,660 8 6 891 891
7 富山県 10,354 9,181 6 18 887
8 秋田県 10795 9,563 6 38 886 889
9 石川 県 11,484 10026 6 16 874 874
10 長野県 21,281 18.324 う

４ 862 865
愛媛県 28952 24、 804 54 859 859
青森県 15.18C 13017 11 858 858
熊本県 19,431 16.56C 14 13 853 853

14 鳥取県 6.212 5,264 6 3 848 848
15 和歌 山県 10,505 888C 7 847 847

16

二重県 18.808 15,910 7 9 846 846
静岡県 37.686 31,847 62 846 847
長崎県 16,16C 13.653 846 845

19 栃木県 20.271 16,958 14 837 837
20 岐阜県

21,301 17781 7 3C 835 836
徳島県 7776 6,487 5 835 835

22 香川 県 9,426 7834 6 13 832 832
23 愛知県 69.578 57,712 34 73 830 831
24 山 口県 14,22C 11,711 14 15 825 825
25 宮崎県 11,92C 9,775 19 822 822
26 宮城県 23.54C 19,339 6 20 821 822
27 茨城県 301432 24742 50 813 815
28 鹿児島県 18792 15,232 5 21 811 812
29 福島県 23,107 18,69〔 10 810 810
30 京都府 23110C 18.397 50 И

” 799 798
31 山梨県 9425 7.48C 13 38 796 799
32 詳馬県 20,38C 16,144 51 3C 795 794
33 滋 習 県 141409 11.324 37 58 788 790
34 兵庫県 54.722 42,973 8〔 177 787 789
35 奈良県 14560 11,424 27 785 786
36 福岡県 23,273 18,214 14 783 783
37 岡山県 19,244 1500C 57 782 785
38 高知県 723f 5,570 C 771 771
39 沖縄県 17.801 13,619 C 01 765 765
40 北海道 52.451 39,63〔 13C 174 758 759
41 大分県 11,381 8,85C 38 881 749 753
42 広島県 27851 20.373 48 71 733 734
43 埼玉県 68.69〔 50,062 100 3171 730 733
44 千葉県 56.377 38,798 42 204 689 692
45 大阪府 80,37( 54,444 301 221 681 680
46 東京都 97,551 60.428 13C 283 621 622
47 神李 l!l県 7922C 46.27〔 15C 399 586 589
全国 1,213,204 932,2621 1,629 2,948 77.0 771



表Ⅳ…2_2θθ9年度第4期麻しんワクチン接種率の昨年度評価との比″

2009年度
最終評価①
による順位

都道府県

第4期麻疹ワクチン接種率 (%)
昨年度との比較
(ポイント)

2009年度
最終評価(%):①

2008年 度
最終評価(%):②

0-②

(ポイント)
1 山形県 91.7 91.9 -0.2

2 岩手県 91.3 89.8 1.5

3 福井県 90.2 91.1 -0.9

4 新潟県 89。 9 897 0.2

5 島根県 89。 7 88.8 0.9

6 佐賀県 89.1 90.0 ‐0.9

7 富山県 88.7 887 0.1

8 秋田県 88.6 863 23
9 石川県 87.4 86.6 0.8

10 長野県 86.2 86.5 -0.3

愛媛県 85.9 823 3.5

12 青森県 85.8 84.9 0.9

13 熊本県 853 842 1.2

14 鳥取県 84.8 86.4 -1.6

15 和歌山県 847 827 2.0

16

二重県 84.6 82.1 25
静岡県 84.6 821 2.5

長崎県 84.6 84.6 -0.1

19 栃木県 83.7 824 1.3

20
岐阜県 83.5 82.4

徳島県 83.5 794 4.1

22 香川県 83.2 80.4 2.8

23 愛知県 83.0 81.2 18
24 山口県 82.5 83.4 -0.9

25 宮崎県 82.2 81.4 08
26 宮城県 82.1 802 2.0

27 茨城県 81.3 802
28 鹿児島県 81.1 83.4 ‐2.3

29 福島県 81.0 81.1 ‐0.1

30 京都府 79,9 79.5 0.4

31 山梨県 79.6 78.9 0.7

32 群馬県 79.5 82.8 ‐3.4

33 滋賀県 78.8 79.8 -1.0

34 兵庫県 78.7 788 ‐0.1

35 奈良県 78.5 79.2 -0.6

36 福岡県 78.3 72.9 5.4

37 岡山県 78.2 79.8 -1.6

38 高知県 77.1 784 -1.3

39 沖縄県 76.5 76.8 ‐03
40 北海道 75.8 79.9 -4.1

41 大分県 74.9 79.6 -4.7

42 広島県 73.3 74.1 -0.8

43 埼玉県 73.0 74.3 …1.2

44 千葉県 68.9 77.8 -9.0

45 大阪府 68.1 68.1 0.0

46 東京都 62.1 60.7 1.4

47 神奈川県 58.6 63.6 ‐5.0

全国 77.0 77.3 -0.4

接種率、昨年度との比較は、小数点第二位以下を四捨五入
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学校における麻しん対策ガイドライン(一部抜粋 )

従来から就学時laF康診断において行われている麻しん罹患歴及び第1期と第2期の予防接種
歴の確認及び接種していなぃ場合の第2期定期接種の指導に加え、学校での麻しん発生及び流

行を予防するため、平成20年 4月以降は学校と設置者が連携して第3期と第4期に該当する生

徒に対 して予防接種の積極的勧奨を行うことが求められる。文部科学省、厚生労働省では、各

学校で積極的勧奨に用いる資料として、平成20年 4月 に次のリーフレットを配布している。

＼響 、:い 多
/

＼■′i1/  ＼■多/   
｀
下ヽ 野  、

また、予防接種の実施は市町村の保健部局の業務であるが、在籍する児童生徒が予防接種を

受けやすい環境作りとして、学校の場を保健部局に提供し、接種を行うことも考えられる。こ

の場合、予防接種は「定期の予防接種実施要領」(巻末1友粋)に従い、保健部局の責任において行

われるが、学校 も接種時間の調整、会場の設営、保護者への説明の協力などが求められる。設

置者とともに、実施責任主体である保健部局との連携・協力を進めることが望ましい。

【中学 1年生に対する積極的勧奨】

中学 1年生については、その保護者を勧奨の最終的な対象とする。

①接種不適当者に該当する場合を除いた全員・を積極的勧奨の対象とし、年度末には接種不適当

等の理由がある場合を除いて、全員が接種を受けていることを目標とする。

②可能な限り4～ 6月中に予防接種を受けるよう勧奨する。(重点的に接種を勧める期間)

③夏期休暇までに予防接種を受けたかどうかの確認を行い、接種不適当等の理由がない場合に

は、夏期休1暇中に受けておくよう再度の勧奨を行う。

①③で勲奨を行った者および③の確認以降に転入した児童生徒に対しては、9月末に予防接種

を受けたかどうかを再度確認し、接種不適当等の珊:由がない場合には、再 度々の勧奨を行う。

⑤④で勧奨を行った者および9月末の確認以降に転入した生徒に対しては、翌年 2月末に予防

接種を受けたかどうかを再々度確認し、接種不適当等の理由がない場合には、 3月末までに

予防接種.を受けるよう最後の勧奨を行う。

＼ア■

定期予防接種の年度別対象者

中学 1年生に相当する年齢の者 高校 3年生に相当する年齢の者

平成20年度 平成7年 4月 2日～平成 8年 4月 1日 生まれ 平成 2年 4月 2日～平成3年.4月 1日生まれ

平成21年度 平成8年 4月 2日～平成 9年 4月 1日 生まれ 平成 3年 4月 2日～平成4年 4月 1日生まれ

平成22年度 平成9年 4月 2日～平成10年 4月 1日 生まれ 平成 4年 4月 2日～平成5年 4月 1日生まれ

平成23年度 平成10年 4月 2日～平成11年 4月 1日生まれ 平成 5年 4月 2日～平成6年 4月 1日生まれ

平成24年度 平成11年 4月 2日～平成12年 4月 1日生まれ 平成 6年 4月 2日γ平成7年 4月 1日生まれ



【高校3年生に対する積極的勧奨】                         ′

高校 3年生については、生徒本人に予防接種の意味を理解させるとともに、
.本
人及びその保

護者を勧奨の対象とする。

①接種不適当者に該当する場合を除いた全員・を積極的勧奨の対象とし、年度末には接種不適当

等の理由がある場合を除いて、全員が接種を受けていることを目標とする。

②可能な限り4～ 6月 中に予防接種を受けるよう勧奨する。(重点的に接種を勧める期間)

③夏期休暇までに予防接種を受けたかどうかの確認を行い、接種不適当等の理由がなぃ場合に
は、夏期休暇中に受けておくよう再度の勧奨を行う。          _
①③F勧奨を行った者および③の確認以降に転入した生徒に対しては、9月末に予防接種を受
けたかどうかを再度確認し、接種不適当等の理由がない場合には、再々度の勧奨を行う。

⑤④で勧奨を行つた者および③の確認以降に転入 した生徒に対しては、11月末に予防接種を受

けたかどうかを再々度確認し、接種不適当等の理由がない場合には、 3度目の勧奨を行う。

*こ れまでに麻しんおよび風しんの両方に罹ったことが確実な者あるいは、これまでに麻しんおよび風しんに

対する予防接種をそれぞれ2回受けていることが記録に基づいて確認できる者については秋極的勧奨の対象
ではないが、具体的な予防接和の接li年月日又は罹忠年齢などを含めた確実な情報を記憶に頼らず母子健康
手帳などを見て確認してもらうことが望ましい。不確実な場合は、Tlt極的勧奨の対象とする。

積極的勧奨のスケジュール

中学 1年生

高校3年生

4月 5月 7月 8月    9月    10月   11 月 :2月 1月 2月 3月 4月

勧
奨
の
時
期

喘

Ｉ

Ｆ

漏 ―
廟
「

「
―
訓

E踏まえ
E稽勧奨

千

護

に

春
期
休
暇

て の臓 栖 口 ,

嚇
調
査
の
時
期 濯:[あ |

.上

鰊 |

一休
暇

llili房ト

一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

一層
旧
欄
」
ト
ー
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22ス 学健第 12号

平成 22年 7月 13日

附属学校を置く各国立大学法人事務局長

各 国公 私 立高等 専 門学校 事 務 局長

各都道府県教育委員会学校保健主管課長

各指定都市教育委員会学校保健主管課長

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 長

文部科学省スポーツ。青少年局学校健康教育課長

松  川  憲

.   麻しん風しんの第 3期 。第4期予防接種の促進について (依頼)

標記について、別添1の
｀
とおり平成 22年 7月 9日 付け健感発0709第 3号により厚

生労働省健康局結核感染症課長から協力依頼がありました。

また、別添 2の とおり同課長から各都道府県衛生主管部 (局)長あてに「麻しん風しん

の第 3期・第 4期予防接種の促進について」が発出されています。

学校の設置者及び学校においては、従来から「学校における麻しん対策ガイドライン」

(平成20年 3月 国立感染症研究所感染情報センター作成 文部科学省・厚生労働省監
修)の活用をお願いしているところですが、地域の保健部局等と連携の上、麻しん風しん
の第3期・第4期予防接種未接種・未罹患の者の状況を把握した上で、その者に対して、

夏季休業中の接種の勧奨を行うなど、早期の接種が促進されるよう適切な対応をお願いし

ます。

また、都道府県の麻しん対策会議等による接種状況の確認調査が実施される際には、御

協力をお願いします。                            ‐

なお、これらのことについて、都道府県教育委員会においては域内の市区町村教育委員

会に対して、都道府県私立学校主管課においては所管の私立学校等 (専修学校・各種学校

を含む)に対して周知していただくとともに、適切な対応がなされるよう御指導について

も併せてお願いします。           .
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(参考ホニムページ)

○文部科学省ホームページ

_「学校における麻しん対策ガイドラインについて」    `
.    ttp://― .mexto go.Jp/a_menu/kenko/hoken/o8040804.htm

○厚生労働省ホームページ

「都道府県における麻しん対策会議のガイドライン」                
・

http://面.mhlw.go.Jp/bunya/kehkou/kekkaku― kansenshou21/d1/080328ao pdf        '.

○国立感染症研究所感染症情報センターホームページ     ・
「自治体における接種勧奨の取組事例」

http://idsco iih.go.jp/disease/m6asles/o5。 html

「接種促進のための教育啓発ツール」

http://idsc.niho goo jp/disease/measles/02.html

本件担当

文部科学省スポーツ・青少年局

学校健康教育課 保健指導係
電話 03-6734-2918(直通)
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▼

:7日 ヽり

｀

健感発0709第 3号
平成 22年 7月 9日

文部科学省スポーツ・青少年局
学校健康教育課長 殿

厚生労働省健康局結核感染症課

麻しん風 しんの第 3期 日第 4期予防接種の促進について (依頼 )

予防接種行政につきましては、日頃よりご理解ご協力を賜 り厚く御礼申し上げま

す。

さて、標記の予防接種につきましては、平成 22年度の接種対象者が以下の者と
なることから (第 3期 :平成 9年 4月 2日 ～平成 10年 4月 1日 に生誕 した者、第
4期 :平成 4年 4月 2日 ～平成 5年 4月 1日 に生誕 した者 )、 あらためて、当該対象
者令の情報提供や接種勧奨による接種の促進が必要となつているところです。
このため、別添のとおり、各都道府県衛生主管部 (局 )長あてに第 3期・第 4期
の対象者への積極的勧奨についての通知を発出 したところです。
当該対象者の大部分が夏季における休業に入ることが見込まれ、授業が実施され
ている時期と比べ、接種を受けやすくなりますので、この機会をおl用 して、未だ接
種を受けていない者が接種を完了できるよう、関係機関を通じて、積極的な接種勧
奨をお願いいたします。
また、貴職より関係機関に対し、「学校における麻しん対策会議のガイドライン」
に基づきt麻 しん風しんの第 3期及び第4期に当たる者のうち、未接種及び未罹患
の者の状況を把握した上で、その者に対して接種の勧奨を実施するとともに、都道
府県が設置する「麻しん対策の会議」へ学校ごとの接種率が情報提供されるなどの
協力が推進されるよう、周知徹底方よろしくお願いいたします。
なお、関係機関における取り組みに資するよう、自治体における接種勧奨の取組
事例等について、国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホTムページに掲載
しておりますので、併せて周知いただきますようお願いいたします。

i            記    '
厚生労働省ホームページ

都道府県における麻しん対策会議のガイドライン
httpi//www.mhlw,go.jp/bunya/kenkou/kekkaku一 kansenshou21/
dl/080328a.pdf

て 
｀
学校における麻しん対策ガイドライン
http://momhlw.go.Jp/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/
dl/080410a.pdf            .

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
自治体における接種勧奨の取組事例
http1//idsc.hih.go.jp/disёase/measles/05.html              ´

接種促進のための教育啓発ツール
・   http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.html          ・

諧
磨
騒

固
鷹
凹
竃
議薦
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附
⑤

各都道府県衛生主管部 :(局)長 殿

健感発 0
平 22

厚生労働省健康局結核感染症

口万
日

２

９
噂
月

，　^
“”）　　『′′′

７
年

囲固潤
竃憮臓
1距 |コ 1懸

麻しん風しんの第 3期
‐
・第4期予防接種の促進について

予防接種行政にっきましては、日頃よりご協力を賜り厚く御礼申し上げます:
さて、標記の予防接種につきましては、平成22年度の接種対象者が以下の者と
なることから (第 3期 :平成0年 4月 2日 ～平成 10年 4月 1日 に生まれた者、第

1

4期 :平成4年 4月 2日 ～平成 51年 4月 1日に生まれた者)、 あらためて、当該対象
者全の情報提供や接種勧奨による接種の促進が必要となつているところです。
当該対象者の大部分が学生・生徒であり、今後、夏季における休業に入ることが
見込まれ、授業が実施されている時期と比べ、接種を受:けやすくなりますので、こ
,の機会を利用して、未だ接種を受けていない者が接種を完了できるようヽ 市区町村
に対して、積極的な接種勧奨を関係機関と協力の上、実施するよう指導方よろしく
。お願いいたします:
また、市区町村に対し、「都道府県における麻しん対策会議のガイドライン」に基
づき、麻しん風しんの第3期及び第4期に当たる者のうち、未接種及び未罹患め者
の状況を把握したうえで、その者に対する接種の勧奨を実施するとともに、「麻しん
対策の会議」への協力が推進されるよう、周知徹底方よろしくお願いいたします。
なお、関係機関における取り組みに資するよう、自治体における接種勧奨め取組
事例等について、国立感染症研究所感染症情報セジタ■の下記ホニムベージに掲載
しておりますので、併せて周知いただきますようお願いいたします。

| ・ _ 1   記   .:  
厚生労働省ホLムペニジ               :
:   都道府県における麻しん対策会議のガイドライン
.   :  http://wwwo mhlw.g6:」 p/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou21/
・              dl/080328al pdf
学校における麻しん対策ガイドライン
.httpi//wWw.mhil.go.jp/bun,a/kenkou/kekkaku― kansenshou21/

.       ′   idl/080410a.pdf
国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
‐   自治体における接種勧奨の取組事例

http://ids6.nih.go.jP/disease/measles/05.html
,  接種促進のための教育啓発ツ=ル
http://idsc.nih.go.jp/disease/meaJles/02.html
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平成 22年 3月 17日

術生主管部 (局 )

感染症対策担当課 御中

lγ生労111省「 lli l.l結 核感染症課

府 L´ ス,施設別発引ill大況に係ろ溜‖査について

日頃、11り 、りよ染りi菫 /・ l策に l llノヽプル たヽださ厚 くチ‖ネL III″ lllサ
゛
■

さ
‐
(、 11111己 JII:「 i:に

‐つきまし,て は、 F`,,t21:118J」 「; i ll伺´
|

方伍:七月Jうに■11大 7兄 にイ系るi古|IFυ )1呼 |り ||lti‐ :)い |¬  |、|(1 1)、 ŕ: ~ノ ット

し、翌週

`〉

より1,「シーズン 1ィ l′
‐
(り[施する● 1´ メ|いた t′ ■したⅢ

′1)き ましては、男り紙実方ii要 tri及 び月|1記 |「式 |1離 し/t/施 Iせ月|1発 FL状況 |を 111111
認の_L、 引き続きシステムによる‖1告をお加,いいたしますし

なお、当i撃で取 りまとめたjl 1 111は 、感染症法第」6粂に ll´ :うき公表する予定
ですので、ご丁夕||ル百います。

また、本件につきまし′ては、文部科学省スポーッ ,|サ少年局学校 17711川〔教育課
を通じ、各学校所管部局あて周知を依1,1し ておりますことを申し添えます。

【担当】

厚生労llll省健月モ局結核感染症i果

感染症情報管理室情報管理係

電話 :03-5253 1Hl(内線 2380)

E―mail:SARSOPClllmhlw.go jp
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(別紙 )

麻しん施設別発生状況に係る調査実施要領

○ 調査は別記様式に記載の項目について行 うこととします。

○ 各学校より最寄りの保健所に対して連絡 (学校保t71安全法第 18条 )のあ
つた麻しんによる休校等の情幸Fを、各都道府県 。政令指定者F市の術生主管部

局感染症対策担当課において別記様式により取りまとめの上、感染症発生Jiカ

向調査システム「厚生労付l省指定疾病報告機能」により報告することとしま

す。

○ システム操作の詳細につきましては、感染症J:Tがィランスシステム 芸
務システム編 感染症発生動向調査システム 県・市向け神作マニュアル
■■堂二重をご覧ください。

○ 第 1回 目の報告対象 1拐 ||]は二月 4日 (日 )か ら4月 10日 (土)ま でとし、
当該期間に係る休校数等について、

行つてください。

4月 14日 (水 ) 正午までに報告処理を

なお、休校等の報告がない場合であつても必ず「0」 入力をして ください。

○ 第 2回 目の報告対象期間は 4月 11日 (日 )
報告処理を 4月 21日 (水 )ま でに行 うことと

から4月 1

し、以後、

7日 (土 )、 当該

1週間 (日 1程 日か

います。休校等の

ださい。

ま で に

報告がなし)場合であっても、毎週必ず 「0 1入力をしてく

18



○ 別記様式には、 「幼稚園 。保育所」から「その他」まで合計 9種の学校種
別が設けられていますが、感染症発生動向調査システム「厚生労働省指定疾
病報告機能」の報告画面には、 5種までの学校種別しか設定できない仕様と
なっておりますので、以下の区分により入力を行つていただくようぉ願いし
ま
‐
ケ。

幼稚園 ,保育所

月ヽ学校

中学校

高等学校

特別支・l学校

大学

短期大学

||,i等専Pl学 lt

iの他

麻 しん施設別発 Jll't況 [その 1)

O 本調査 /1シ ーズン更新につさlt lて 11、 別 li l千務 iL子各に Jtり お力lら lt[■
-1~^

(1)大学のキャンパス単位での体:|1等 については、 1体校 |に分類 してくださ
い。その他、計J二方法について不明な点は、結核感染症課情報管理係あてご

照会ください。

○ システムに関するご質問はNESIDベ ルプデスクヘぉ願ぃぃたします。

【NESIDヘ ルプデスク】
電話番号  : 03-5740-8161
アドレス  i nesid― helpdeskOtOshiba一 sOl.co.jp

※ 各学校におかれては、特段の作業はありません。

―ヽ

十

ヨ

「
Ｌ

ゴ
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麻しん施設別発生状況

記入上の注意

学年間鎖校数

N
O

別記様式

1 この表は、日B習日から始まり■ 8麗日に終了する一週間毎に記入すること。
2 「今週」欄は、当該週に発生したものについて記入すること。

〔基乳鷹腫露馨躍譜:顎』」臭J鵬胃:慶輩:つ
今逼〕

3 同一施設で同一週に体校、学年間鎖、学級開鎖が重複した場合は、体校、学年開鎖、学級閉銀のl~先 1贋瞳によりいずれかの該当するr・lに記入
すること。

4 在籍者数、患者数及び欠席者数 (以下「患者数等」という.)は、次により計上すること。
(1)学級閉鎖を行つた場合の患者数等は、当該開鎖される直前の学級の患音数等であること。
(2)学年間鎖を行った場合の患者数等は、当該閉鎖される直前の学年の患者数等であること。
(3)休校の措置がとられた場合の患者数等は、当該体校となる直前の学校の悪言数等であること。
5 患者数は、欠席者及びり患登校音を含めて計上すること。 (従って、欠席者数は患者数の再laとなる。)
6 本通車長の対象は麻しんであり、通報前に他疾病と判明した場合は含まないものとすること。




